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　　　数値流体解析による住宅購癬房の温熱空気環境に闘する研究

　　　　　　　　　その黛　しDKを対象とした気流分布に関する検討
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　厨房を含む一室でlHレンジ、ガスレンジを使周した際のフード排気風量とエアコン運転の有無に

よって生じる汚染質の室内への拡散状況及び室壁面への付蓄状況を検討することを目的とする。調理レ

ンジの使用により発生する汚染質は室全体の空気環境に影響を与える。発生した汚染質は1Hレンジ使

用時には壁面に、ガスレンジ使用時には天井面に付着する傾向がある。汚染質の拡散を防止するには

フードの排気風量を増やすことが有効であるが、より効果的に汚染質の捕集を行うには調理レンジ、

エアコン．換気［コの適切な配置を行うが必要である。
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本報では、前報（その1）に引き続き家庭用のlHレ　　豊」解析対象

ンジとガスレンジを対象として、解析対象を厨房を含　　　図／に解析対象の概要及び解析表示位置を示す。給気

むLDKに拡大した場合の気流解析を行う。レンジ使用時　　口、排気0、24時間換気の給気ロ、エアコン、アンダー

に厨房で発生する汚染質の居室への拡散状況及び室内　　カットのある床面積22、4閉2のLDKを対象とする。エアコ

壁面への付着状況を明らかにすることを目的とする。　　ンには吸込んだ汚染質濃度を旬0％捕集するフィルター

　　　　　　　　　　踊①；　アンダー。。，　L　　　　　が設置されているものとする。またキッチンはカウン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ター型対面式とし．レンジ上部には戸棚と排気フードが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設置されている。レンジモデルの寸法及び鍋配置位置は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　断鵡　　　　　前報（その1）と同様である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表磁。解析c哉灘

断面①；　　　アンダ＿カツト

論　o・・殆　§　　　　　　　－r　　　膚

一戸棚 糟

2400

」密

羅

　　　　　　　　　　　　　　i

@　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　排無口

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o⇒

@　　　　　　　　　　しDKl

@　　　　　　　　　　　　　｛

Gアコン

芙井高：2500　　　　　巴一辱，酔一

隔盟 一「〆一　　　　一…噛…印一縣，　内一一　　幽

@　　　　　　　　　　　　　摯

Q4時間
給C口

給気口

て｝　　　　3500層　　　　し」

3737

縣②

　　　　　　　　3・3・　　　　　（単位…）　　case伺1
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黛、黛解析方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gase2鱗（エアコン停止時）では室内に空気の流れがほ

　表1に解析Gaseを、表2に解析条件を示す。解析に　　ぽ見られないのに対し、　case2－1（エア：〕ン運転時）で

は汎用流体解析ソフト（Sτ旺醐）を用いる。フードの排　　はエアコンから吹出された速い流れが対面する壁面まで

気風量をで50、200．40・0癖／h〕と変化さぜ．エア〕ン運　　届いている。また断面③を比較すると、case2－1（エァ

転時・停止時における流れ場を標準k一εモデルによ　　コン運転時）に比べcase2－4（エアコン停止時）ではエ

リ解析する。フードからの排気風量はアンダーカット　　アコンの影響がないため鍋上の上昇気流の流速が速い。

から供給されると仮定している。コンロ稼動時のレン　　3．黛　鉛蔭断面の汚染室濃度分布

ジ上の流れ場、温度場をCFD解析により求めた後．　　図3に排気風量200［搬3／h］、エアコン運転時の代表

鍋内から汚染質を模擬したトレーサーガスを発生さ　　的なGaseにおける鉛直断面濃度分布を示す。図中の

せ、トレーサーガス拡散解析を行い調理時に発生する　　数値は廃気捕集率100％時の濃度に対する室内の汚染

汚染質（油煙、臭気等）の濃度分布を明らかにする。　　室濃度を示す。Gasel－8　GHレンジ）ではフード下の

繍解析結累　　　　　　　　　　　　　　　　　空間に汚染質の広がりが晃られるのに対し、case2－8

3。1気流分布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ガスレンジ）ではフードから天井にかけて汚染質濃

　図2に排気風量朽旺搬3／h〕、ガスコンロ稼動時の鉛直　　度の高い領域が広がっている。lHレンジと比較し

断面の流速ベクトルを示す。断面②を比較すると、　てガスレンジではフード外へ漏れる汚染質が相対的に

　．＿＿　　．．＿＿＿＿　　　　　　　　　＿．　　　　多くなっており、ガスレンジでは上昇気流の速度が速
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図2　排気風量1鷲馳3ハ］，ガスレンジ使用時の
　　　　　鉛直断面の流速ベクトル

　　　　　　　表2　解析条件
群算コード ソフトウェアクレイドルSτREA幣＞er．7　　　　　　　　　　　　　　　　’

乱流モデル 標準R一ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

稜寵環精蜜 QU：c｝く

流速境界 ノース｝」ツプ

対流 炎：対流熱伝達鶏壬00［W／㎡剥、その弛の表面：潟農対数則

壁薦条件 蕪境界
圏鉢澗

各温度の炎閣：断熱
辷齔?�F熱伝達率ao留／㎡K］
辷黹激塔W台（！H）噺熱

活黹激塔W台（ガス）：断熱

ｻの他の置体醐：熱伝導

輻射境纂 輻射率端α9

謬皇気風盤150［㎡／h］：　吸込颪速＝1．286［π軍／ε］

4クトの吸込み風 撰気属量2GG［r㎡〆h］：吸込嵐速＝1．力4［q酵／婁］

撲気風簸400〔㎡網；吸込風遜…課3．429［孫／s］

エアコン
吹出嵐速＝3£6＄£［薩／s］、k＝7β7　x霊σ2［m2／絢、ε瓢3．3｝×1σ2ξm2／s2】、吹出温度凝24［゜C］

z込嵐速；t32旛／s］

LOK繊気 籔面圧力規定：圧力記匪Pa3、流入湯農隅O£℃］

流出条件 L鰍撲気 自然流出

24時間給気 吹出風遠望Oβ457［潔／s3、　k：二5鳴975…三一｛｝4、　ε＝a762E－e6、流入三石孟度＝0［°Cユ

排気風蓋150毛鵬／h3；吹出風速＝Q．39フ［m／s〕、吹出温度畷Oε℃1、

@　　　　　　　　　k誕7£80x重0鱒｛｝4韮m2／s2ユ、　ε：：↑．991x｝0齢05［rn2／s勺

アンダー勇ツト流入
排気風邊200［㎡周；吹出し嵐速置o．512掬／sユ、吹出温度＝20£°c3、

@　　　　　　　　　k嚇35×1。一魯3［賠2／s2、ε＝4．392x10h°5［附2／、2］

排気風灘40弓師／旺映出し晟速二tO58〔随ノ5］、吹出湿度魂O［℃］、

@　　　　　　　　k＝昼599xTO一σ曳m2／♂ユヤε＝3．771＞～可σ04［m2／写23

獅レンジ：鍋内の水は100℃に温度固定し、鍋には初期澄農書00℃を導える。

潟度条件 ガスレンジ：鍋内の永及び鍋には初期撮度1GO℃を与える、また炎の温度ぱ下から5⑳70ひ，15α○°Cに温度固定する。
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口

1鮭レンジ鋤㈱ま1鱒こ懸臨し・鋤ま初鵬農欝c鰍る・　　　　　図3　排気風量2⑪⑪［躍3／h］、エァコン運転蒔の

餐髪誘講解藤囎騰騰艦錨錘難る⇔　　　　　　　　　代表的な億seにおける鉛直断面濃度分布
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いためlHレンジよりも多くの排気風量を必要とする　　は減少するが、断面③では大きな変化は晃られない。

という前報（その1）の結果と一致する。　　　　　　　3、3　室表面の汚染室濃度分布

図4にエアコン停止時におけるlHレンジ稼動時の　　　図6に代表的なcaseの室内表面の汚染質濃度分布

代表的なcaseの鉛直断面濃度分布を示す。　GaseH1　（ガスレンジ使用時）を示す。　Gase2－7（排気風量150

（排気風量2◎0［搬3／hDとcaseH2（排気風量400［醗3／　　緬3／h3、エア⊃ン運転時）とoase2－10（排気風量150

h］）を比較すると、排気風量が200〔糀3／h〕の場合はフー　　［鵬3／h］、エアコン停止時）を比較すると、エアコン運

ド周りの天井付近及び棚の下部空間に汚染質が拡散し　　転時よりも停止時に室内表面の汚染質濃度の高い面積

てるが、排気風量を400館／h］にすると断面①、③では　　が拡大する。これはエアコンに設置したフィルタが吸

汚染質の広がりがフード下の空間のみになり、断面②　　込んだ空気の汚染質を除去し、汚染質濃度◎％の空気

では見られなくなる。　　　　　　　　　　　　　　　を室内へ供給しているためである。

図5にエアコン停止時におけるガスレンジ稼動時の　　　図7に代表的なcaseの室内表面の汚染質濃度分布

代表的なGaseの鉛直断面濃度分布を示す。　Gase2－11　（lHレンジ使用時）を示す。　i　Hレンジ使用時の図7

（排気風量200［摺3／hDでは断面①～③でレンジ近くの　　（1）case1－8（排気風量20◎［謝3／h］、エアコン運転時）

天井面及び壁面に汚染質濃度の高い領域が広がってい　　と、ガスレンジ使用時の図6（3）Gase2－8（排気風量

る。フードの排気風量を増やしたcase2一喋2（排気風量　　200［醗3／h］、エアコン運転時）を比較すると、　lHレ

100廉／h］）では断面①及び②で汚染質濃度の高い領域　　ンジ使用時では、汚染質はエアコン設置側壁面に多く

断面①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　断面①
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（Dc欝eトll（排気風量黛0旺鵬3ハ］）　　　　　　　　　　G）c欝醍一ll（排気風量20旺鵬3ハD

　　　　　　　　　　断面①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　断面①

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5羅2α　　葡　　懇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　謬

　　　断面②　　　　　　　　　断面③　　　　　　　　　　　断面②　　　　　　　　　断薗③

　　　（のC麗el一謄（排気風量⑳o［鵬3／昭）　　　　　　　　　（の膿鐙匹12（排気風量聡旺魏3／肩）

図4　エア調ン停止時におけるlHレンジ稼動時の　　図5　エアコン停止時におけるガスレンジ稼動時の
　　　代表的なC雛eの鉛直断面濃度分布　　　　　　　　　　代表的な億seの鉛直断面濃度分布
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付蓄しているのに対し、ガスレンジ使用時では汚染質　　　に厨房で発生する汚染質の影響を受ける。

は天井面の広範囲及び天井付近の壁面に多く付着し　②IHレンジ使用時には汚染質は壁面に付着しやすく、

ている。図7のcase1－8（排気風量200〔が／綱、エア　　　ガスレンジ使用時には汚染質は天井面に付着しや

コン運転時）とGase1遍（排気風量鵜0［醗3茄］、エア　　　すい傾向がある。

コン運転時）を比較すると、case1喝で晃られた汚染　　③換気・空調を行っている一室の解析においても1

質の壁面への付着が飼条件で排気風量の多いGasel－9　　Hレンジ、ガスレンジ共にフードの排気風量を増

では見られない。排気風量を増やすことで、汚染質の　　　やすことで汚染質の拡散領域が減少する。

壁面への付着量が減少する。　　　　　　　　　　　④前報で報告した厨房単独の解析結果と比較して本

躍　塞とめ　　　　　　　　　　　　　　　　　報の一室を対象とした解析では、レンジ上の汚染

　本研究では、厨房を含む一室でlHレンジ、ガスレ　　　質濃度分布が左右対称になっておらず、これは換

ンジを使用した際、フード排気風量やエアコンの有　　　気・空調等による外乱の影響であると考えられる。

無によって決定される汚染質の室内への拡散状況及　　　したがって、厨房を含む一室において効果的に汚染

び室壁面への付着状況を検討した。　　　　　　　　　　質の捕集を行うためには、外乱の影響を受けにくい

①厨房を同一空間に持つ居室は、調理レンジ使用時　　　調理レンジ及び空調機、換気ロの配置計画が成され

　　　　　　　　　　　　・　，，．　調　　　　　　　　　る必要がある。
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